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１ 教育活動 

（１）各委員会の運営 

① 教育課程編成委員会の運営 

・委員からの意見をもとに卒業後卒業生アンケートとしてプロジェクトベースラーニングについての

項目を設け卒業生から評価をしてもらい、次回のプロジェクトラーニングにその評価を活用するこ

ととした。 

② 学校関係者評価委員会の運営 

・教育活動及び学校運営は適切に行われていると評価を得た。今後も資格 100％早期の就職内定 100％

を目指し指導を継続する。 

③ 自己評価委員会の運営 

・委員の意見をもとに研修に行った教員が放課後を利用し学習指導を行った。 

④ 第三者評価機関の審査を受入れる体制の構築 

・第三者評価機関の審査の受入れ体制を今後も整える。 

（２）学生指導の強化 

・「新型コロナウイルス」対策として校内での感染防止の徹底と各教室等の消毒を毎日実施した。 

・挨拶、受講態度の向上を図るために教員が見回りをしながら指導を行った。今後も指導を継続しな

がら講師とコミュニケーションを図りながら指導する。 

・例年より模擬試験の回数を増やし模擬試験の問題と結果を確認し、授業内で見直しを行った。また、

放課後学習やスマホを利用した学習なども行った。結果：合格率は 89％（55 名受験し 49 名合格、

昨年度は 58 名受験し 55名合格し 92.8％）であった。 

・6月 20日青森県八戸市で 2年ぶりに行われた黒留袖着付けコンテスト（学生の部）で最優秀賞、優

秀賞、金賞と上位入賞した。全国理美容学校 Kawaii 選手権大会のかわいい部門で敢闘賞を受賞。

2023CHARACTER PHOTO CONTESUTO で優秀賞を受賞した。 

・各種資格取得向上に努めた。 

メイク検定 3級：55名受検 53 名合格 96.3％（昨年度 59 名受験 58 名合格 98.3％） 

メイク検定 2級：17名受検 17 名合格 100％（昨年度 17 名受験 13 名合格 76.5％） 

ジェルネイル初級：56 名受験 56 名合格 100％（昨年度 59 名受験 56 名合格 94.4％） 

ジェルネイル中級：7名受験 7名合格 100％（昨年度 11 名受験 11 名合格 100％） 

ネイル検定 3級：1 名受検 1 名合格 100％（昨年度 2名受験 1 名合格 50％） 

ブライダルビューティプランナー資格：5名受験 5名合格 100％（昨年度 5名受験 5名合格 100％） 

フェイシャルエステティシャン資格：3 名受験 3 名合格 100％（昨年度 6 名受験 6 名合格 100％） 

ＡＢＥアシスタントディレクター資格：11名受験 10名合格 90％（昨年度 9名受験 9名合格 100％） 

色彩活用パーソナルカラー3 級：14 名受験 14 名合格 100％（昨年度 14名受験 14名合格 100％） 

・「顔分析」をベースにした「プロジェクトベースラーニング」で新しい項目を追加しチームミーティ

ングに教員が入り中間評価と最終評価を実施した。 

・令和 5年 4月 12 日に消費生活センターから講師を招き 1,2 年で SNSの使用についての講義を実施し

た。 

・アルバイト許可書を提出し、アルバイト状況を把握し指導を行っている。 

・令和 4年 2 月 27日にメイクと最新技術のアイブロウのデモンストレーションを実施し、業界の講話

を聞き意欲向上を図れるようにした。 

（３）各種行事の開催 

・新型コロナウイルス感染対策の為、行事の縮小や中止の措置がとられた。 

４月  ８日 入学式（縮小） 

５月１２日 避難訓練 

６月１～３日 校外実習、スポーツ大会（２年） 

７月１、２、２８日 スポーツ大会、授業参観、理美容技術大会 

９月９、２２日遠足、３校合同運動会は中止（運動会に代わる行事を行った 

１０月８、９日 ３校合同学園祭（時間短縮、規模縮小） 

２月１、２日 国家試験（実技） 

３月５～７日国家試験（学科）送る会、卒業式（短縮） 

 

（４）学生支援 

① 就職率 100％を早期に実現 
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・今年度もコロナ禍のため岩手県のみの就職ガイダンスを開催した。随時個別面談、就職指導を行い

就職率 100％を達成した。 

② 学生の支援体制の確立 

・担任を中心に学生の経済状況及び生活状況を把握するため、相談体制を確立して支援を行った。 

（５）教員の能力開発 

① 外部研修会への参加及び内部研修の実施 

・以下の研修会に参加した。 

令和 4年 2月 15,16日 

全日本ブライダル協会認定講師「ブライダルコンサルタント 1 級取得」研修（オンライン）に

1 名参加 

令和 5年 1月 16日 

日本理容師美容師試験研修センター主催「実技試験事前打ち合わせ」に 1名参加 

令和 5年 3月 20日 

日本ネイリスト協会主催「初級試験官の資格取得」に 1 名参加、同じくフォローアップに 2名

参加（オンライン） 

令和 5年 3月 29日 

スクールカウンセラーの役割と課題についての校内研修会に 7 名参加  

② 教員の上級資格の取得を支援する。 

令和 4年 6月 6～17日 

日本理容美容教育センター主催｢香粧品化学｣の教員研修に 1名参加 

（６）授業概要の検討 

・令和 4 年度より日本文化を総合演習に組み込むとともに、国家試験対策の時間を増加し国家試験

100％を目指し指導した。 

２ 教育環境 

（１）職能団体及び関連企業、施設との連携の強化 

・関連企業にて顔分析とカラー講習及びデモンストレーションの校内実習を実施した。 

（２）各委員会の推進及び意見の活用 

① 学校関係者評価委員会  第１回令和 4年 8月 8日 

第 2回令和 4年 2月 21日 

② 教科課程編成委員会   第 1回令和 4年 8月 8日 

第 2回令和 5年 2月 21日 

③ 自己評価委員会     第 1回令和 4年 7月 12日 

第 2回令和 4年 12 月 19日 

（３）自己点検・自己評価及び情報公開の推進 

① 自己点検実施日  令和 4年 12月 

② 授業評価実施日  令和 4年 12月 

③ 自己評価実施日  令和 4年 12月 

（４）ＩＴ環境の整備 

・今年度は実施できなかったが次年度は研修の計画を立てる。 

３ 学生募集 

（１）オープンキャンパス等の開催 

・中学生・高校生の技術体験や高校訪問でのガイダンスや模擬授業を実施した。またオープンキャン

パスの内容を広報と教員で検討し、内容を見直した。 

（２）メディアの活用 

・テレビＣＭ、ホームページ、各種ＳＮＳ（ツィッター、フェイスブック、ユーチューブ、インスタ

グラム、ライン）を活用し認知度を上げている。 

（３）入学生の確保 

・広報の職員とともに、小中学生や高校生への体験授業等で入学者の増加となるよう努めた。 

・離職者等再就職訓練事業及び教育訓練給付制度の委託事業の受け入れ及び実施を行い、令和 4 年度

は 3名の離職者訓練生の受け入れを行っている。 

（４）付帯教育事業 

・希望者がいなかったので増加には至らなかった。 

４ その他 
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（１）情報公開 

・学校の自己評価及び学校関係者等の結果をホームページ等に情報をこまめに公開した。 

（２）ボランティア活動実施による社会貢献 

・令和 4 年 12月 11日に矢巾町交流活動センターイベント実行委員会主催の「おませ女子のためのキ

ッズメイクセミナー」に学生 6名と教員 2 名が参加した 

・4,5,9月に美化活動として地域の清掃活動、花壇の整備と花植えを実施した。 

・ＳＤＧＳの取り組みを始め「ファッションスワップ学生が着なくなった服を回収しシェアする取り

組みを行った。 

（３）卒業生への支援 

・「新型コロナウイルス感染症」のため同窓会が中止となり、卒業生へのキャリアアップ研修会も実施

を見合わせた。 

 

 

 

 

 


